
 

 

  

 

 

  

 

 10 月 5 日（火）、立憲民主党の枝野 幸男（えだの ゆきお）代表に対し、    

航空連合と JR 連合・サービス連合の 3 つの産業別組合が合同で、公共交通の

利用に対する不安の払しょくや移動・観光需要の回復に向けて意見交換をおこ

ないました。 

  

 

 

内藤会長からは、厳しい需要が続く産業の現状と前日に開催された航空連合

第 23回大会であげられた職場の声や奮闘している状況を伝えました。 

枝野会長からは「緊急事態宣言が解除されたが、すぐに客足が戻るわけでは

なく、まだまだ厳しい状況が続いていると承知している。需要回復の流れを  

しっかりと定着させるためにも、第６波へと繋がるリバウンドを許さず、その

ために政治がしっかりと役割を果たすことが必要」との発言がありました。 

今後も産業の枠を越えて連携を図り、早期の需要創出に向けて取り組みます。 
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前列右から）内藤 航空連合会長、 

荻山 JR連合会長、後藤 サービス連合会長 

一番右）枝野 幸男 代表 

（航空連合政策議員フォーラム会長） 


